
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：牧野駅前線仮称牧野駅前広場

橋梁上部工事
�２ 発 注 者：枚方市
�３ 工事場所：枚方市牧野阪２丁目地内
�４ 工 期：平成２１年１２月７日～

平成２３年９月３０日
本工事は、牧野駅前周辺整備事業の一環として、
駅前ロータリー化計画地区に位置する一級河川穂
谷川に橋梁を架設する工事であった。
主な橋梁概要としては、
橋梁形式：鋼単純鋼床版５主箱桁橋
鋼 重：３１５t
橋 長：３５．４２m
幅 員：４１．４９９（A２側）～２５．４１７m（A１側）
となっている。
施工内容については、主桁はあらかじめ単部材
をトレーラーにて現場搬入して、地上に据付済み
の５００t 吊トラッククレーンを使用し、３部材を
連結する地組立を行った。その後、地組立て完了
ブロック添接部の高力ボルト締付を行い、吊足場
を組み立てたのち、地組した主桁大ブロックを５００t
吊トラッククレーンにより架設した。合計５大ブ
ロックの架設を終えたのち、枝桁を架設した。そ

の後、鋼床版の単材架設を行った。架設完了後、
桁調整、鋼床版の開先調整を行い、作業手順に従
い鋼床版現場溶接を行った。橋面工として地覆の
鉄筋・型枠の組立、コンクリートの打設、高欄、
および伸縮装置の取り付けを行うものであった。

２．現場における問題点

鋼床版の現場溶接では、溶接による収縮を考慮
した出来形管理を行わなければならない。
図－１に示すように主桁及び枝桁の軸方向に溶
接線がA２側で１８シームあった。そのため幅員
方向に大幅な溶接収縮が発生するため、幅員の規
格値内（０～＋３０�）におさまらないことが懸念
された。
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３．工夫・改善点と適用結果

�１ 工場製作時の工夫
溶接収縮による桁の挙動を想定し、製作時に溶
接の収縮量を幅員寸法に反映させることとした。

桁間部は２シームで２ｍｍ収縮移動　→　１シーム当たり１ｍｍの収縮

２ｍｍ　G３桁側に収縮移動

図―２ 溶接収縮による桁間部の挙動

溶接順序は、図－１に示すようにG３桁から両
側に向かって溶接することとした。これにより溶
接収縮による桁の挙動は図－２に示すように桁間
部で１シーム当り１�移動するものと考え、両外
の溶接線はそれぞれ２�移動するものと考えた。
幅員全体では次式より２０�の収縮を想定し、幅
員４１．５１９m（設計値＋２０�）で製作を行った。
桁間部 １�×１６シーム＝１６�
両外 ２�×２シーム＝４�
幅員全体 １６�＋４�＝２０�

�２ 現場施工時の工夫
一般に桁架設後に溶接継手を施工する場合、溶
接部の収縮力に対して桁自重による支承等の受け
点の摩擦抵抗により桁が移動せず、溶接部に残留
応力が発生する。この残留応力を除去するため、
通常は全ての現場溶接が完了した後に桁をジャッ
キアップすることで摩擦抵抗を除去し、溶接収縮
力により桁を移動させる方法がとられる。

本工事では想定した２０�の収縮量を確実に幅員
の出来形に反映するため、１シームの溶接毎に支
点をジャッキアップし、溶接収縮による幅員の確
認を行った。（図－３）

図―３ ジャッキアップ状況

実際の収縮量は想定した２０�に対し１４�であっ
た。今回の工夫により、幅員の出来形は４１．５０５m
（誤差＋６�）となり出来形規格値を満足させる
とともに、現場溶接による残留応力を確実に除去
することができた。

４．おわりに

本橋は単純桁であるため支点反力が小さいこと
から、簡易なジャッキアップ設備で桁を移動させ
ることができた。連続桁に適用する場合は、中間
支点の支点反力が大きくなるためジャッキアップ
設備も大きくなる。そのため、限られた作業スペー
スに応じた設備計画が必要であると思われる。
本報告が、橋軸方向の溶接継手が多数ある鋼床
版の出来形管理を行う上で今後の参考となれば幸
いである。

図―４ 完成全景
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